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幼児教育における専門職学習コミュニティの構築

園における 「保育実践研究」のマネジメント

岸野 麻衣

1.「 授業研 究」と「保 育実践研 究」

口本において伝統的に行われてきた 「授業研究」は,子

どもたちの学力形成 を支える仕組み として世界的にも注

目され(ス ティグラー&ヒ ーバー ト,2002),「 レッスン ・

スタディ(LessonStudy)」 と称 されて,多 くの国で取 り入

れ られ てお り,近 年では 「世界授業研究学会(World

AssociationofLessonStudies)」 も結成 され,毎 年の大会で

はさまざまな国での授業研究の取組が報告 されている。

方 で,授 業研究は小学校以降だけのものではない。幼

稚園 ・保育所 ・認定こども園においても,「園内研究」「園

内研修」として,授 業研究と同様のことが行われている。

幼児教育の現場で行われる実践は,「授業」ではなく 「保

育」(1)であり,ま た 「授業研究」のような一般化 された

呼び名が特段に共有されていないことから,本 稿ではそ

れを 「保育実践研究」と呼びたい。

幼稚園教育要領解説(2018)に おいても,「園内研修で

は,口 々の保育実践記録を基に多様な視点か ら振 り返 り,

これからの在 り方を話 し合ってい くことを通 して,教 師

間の共通理解 と協力体制を築き,教 育の充実を図ること

ができる。」とされてお り,また保育所保育指針解説(2018)

においても,「職場内での研修の際には,具 体的な子ども

たちの姿や関わり,環 境のあ り方などを捉えた文字や写

真,動 画などによる保育の記録を用いて,参 加す る者全員

が理解を共有 しやす くする⊥夫が必要である。また,様 々

に弾力的な実施や工夫ができるとい う職場内での研修の

利点を生かして,ど の職員 も主体的に参加 し,対 話し,学

ぶことができるような研修の場や時間の工夫を行 う。」と

されている。幼児教育においては,遊 びや生活において,

子 どもの主体的な環境への関わ りを大事にして教育的活

動を進めていくことから,必 然的に 「保育実践研究」にお

いても,小 学校以降に比べていっそ う子どもの姿に焦点

が当てられる。

木村 ・岸野(2019)に おいては,授 業研究の在 り方 を4

つのモー ドとして提起 している。 「モー ド1」 では,チ ェ

ック リス トに基づいて授業者の技術や知識を評定 し,授

業研究会で参観者が批評や助 占を行 うことが主 となる。

「モー ド2」では,授 業実施前の段階を特に重視 して指導

案の検討を繰 り返 し,研 究授業の計画を厳密 に実施 し検

証 していく。「モー ド3」 では,子 どもの学びの見取 りと

同僚問のダイアローグを核にすえ,実 践中と実践後にお

ける授業者を含めた参加者全員の省察を重視する。「モー

ド4」 では,モ ー ド3に 時間軸を組み込み,子 どもの長い

探究のプロセスを教師が協働探究し続けていく。特にモ

ー ド4で は,1時 間の授業を見合い語 り合 うことに留ま

らず,そ の後の子 どもたちの探究の展望を協働で検討 し,

単元全体を再構成 していきながら,授 業を終えた後には

実践記録を綴 り,子 どもたちの学習過程 とそれを支える

授業デザインを捉え直 していく。授業研究を通 して,子 ど

もたちの資質 ・能力(中 央教育審議会,2016)を 培い,ま

たそれを支える教師集団が専門職 として学び合 うコミュ

ニティとなってい く上では,こ れ らのモー ドを繰 り上げ

ていくことが欠かせない。

「保育実践研究」においては,先 述のように具体的な子

どもの姿に焦点が当てられやすいことか ら,「モー ド3」

に力点が署かれやすい状況にある。その意味で,保 育実践

研究が どのようにマネジメン トされ うるのかを検討す る

ことで,小 学校以降の授業研究においてモー ドをいかに

繰 り上げるのかを考える視点が得 られることが期待でき
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る。そこで本稿では,園 における 「保育実践研究」の実際

を検討 し,幼 児教育における専門職学習コミュニティの

構築について論 じたい。

H.「 保 育実践研 究」の3つ のアプローチ

幼児教育の場において 「保育実践研究」は,大 きく分け

て3つ のアプローチで行われてきているといえる。 ここ

では,そ れぞれのアプローチを示 し,それがどのように専

門職学習 コミュニティの構築に結び付いているかを述べ

る。

1.保 育 を見合 う,語 り合 う

小学校以降で行われるのと同 じよ うに,園 の中におい

ても,保 育を見合 うことが行われる。ただし小学校以降 と

は異なり,「自習」のようなことはできないため,保 育を

見合 う時間を区切 り,担 任,副 担任,補 助保育者など,保

育者が交代 して白分のクラスの保育をしなが ら,共 同参

観 クラスを参観す るとい うよ うな方法を取ることが多い。

あるいは,外 部の園の保育者な どに保育を公開 し,保育を

見て もらうことで子どもの姿や保育者の関わ りなどを見

直す ことも行われ る。このようにして参観者の立場で子

どもの姿を見ると,保 育者 として関わっているときには

見 られない部分を見ることができる。保育者の立場を離

れて,子 どもたちの占葉や動 きを 」寧 に追いかける口を

持ち,子 どもの思いや考えを捉える力 を磨 くことができ

ると,保 育者 として関わるときにも生きてくる。

参観のあとには,見 取った子 どもの姿を語 り合 う。小学

校以降でしばしばなされるように,グ ループに分かれ,付

箋に子 どもの姿を書いて模造紙などに貼 りテーマごとに

わけた りプロセスを追った りしながら語 り合 うことも多

くなされている。KJ法 やTEM(複 線径路 ・等至性モデ リ

ングT吻ectoryEqul価alityModellng)な どを使 って整理 し

て 協働的に語 り合 う研修のスタイル も提起 されている

(中坪,2018)。 こうした語 り合いにより,部 分的にしか見

ていなかったことも前後の脈絡を共有することができ,

子 どもの遊びの過程 を理解することができる。同時に,他

の保育者の語 りを聴くことで,子 どもの遊びや学びにつ

いて,自 分の捉え方 と共通す ることや異なることに出会

う。それによ り,見方を広げることが可能になるのである。

自分の担当している学年 とは異なる学年の保育につい

て見た り語った りすると,今 関わっている子 どもたちの

これまでやこれからに眼差 しを拓 くことができ,年 齢を

越えて 了どもの育ちを理解することにもつながる。

2.エ ピソー ドを語 り合 う

クラスごとに保育をしてお らず異年齢で入 り混 じって

保育を行っているなどのために,見 合 うことが難 しい園

もあるかもしれない。その場合にも,そ れぞれの受 け持っ

た遊びの中でどのよ うな子 どもの姿が見られたか,そ れ

ぞれが 了どもと関わる中で どんなことを思い考えてきた

か,語 り合 うことは多 く行われる。た とえば,そ うした場

面の写真をもとに語 り合った り,エ ピソー ドとして文章

に書いて語 り合ったりす るのである。

保育について語 り合 う場について,医 師や看護師など

の専門家が行 う臨床事例についての協議を保育に適用 し,

「保育カンファレンス」と呼び,有 効に進むための条件 も

さまざまに明 らかにされている(森 上,1996;円 代,1995)。

また,エ ピソー ドの記述についてもさまざまに議論がな

されてお り(鯨 岡,2005;鯨 岡 ・鯨岡,2007),従 来の客観

的な事実のみの実践記録ではなく,主 体 としての保育者

と子どもの感情の揺れ動きを描き出 していくことが 「エ

ピソー ド記述」として重要であることも示 されている(岡

花 ら,2010))。

このようにエピソー ドを語 り合 う際には,毎 日さまざ

まな遊びがなされる中で,ど の場面を取 り上げて どのよ

うに語るかとい うことが重要 とな り,そ こにその保育者

の子 ども観や保育観が現れて くる。書いてみた り語って

みた りすることでまずは気付きがあるに違いない。そし

て語 り合 う中では,自 分の語ったエピソー ドに対す る,ほ

かの保育者の問いかけや意味づけか ら学ぶことも大 きい

だろう。 白分では意識 しなかった大事な学びが見えてき

た り,遊 びがほかに展開 した可能性 などが見えてきた り

す るといえる。

3.実 践事例を書いて読み合う

エピソー ドを単なる一場面のものだけでなく,よ り長

期的な流れ を含 めて実践事例 として書き記 し,読 み合い

語 り合 うことも重要 とされている(福 井県幼児教育支援

センター,2019)。 実践事例は,特 に了どもたちに学びの

見られた場面や保育者 として気になった場面,園 の研究

テーマに合った場面など,さ まざまな角度で書かれ うる。

いずれも,改 めて文章 として書いてみることで,子 どもの

姿やその遊びの環境構成な どを吟味 し直す ことができ,

時間や空間を越えて共有す ることが可能になる。

子どもたちが遊んでい くうちに,遊 びの内容が拡がっ

た り深まった りしていくと,数 週間続 く遊びになった り

す る。 個 限 りの遊びではなく,こ のような何 目も続 けて
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展開 していく遊びについて検討 していくことも重要であ

る。一場而のエ ピソー ドを越えて,そ れ らを紡ぎ直 した長

いスパンでの事例を記述 し検討するのである。毎 口続い

ていることも,広 がった り深まった りしてい く節 口があ

るものである。それを捉え直 し,ど こで遊びが展開 したの

か,道 筋を追い直す ことで,子 どもの学びの深ま りを辿 り

直すことが可能になる。こうした事例を読み合い,語 り合

うことで,遊 びが展開 していくための環境構成や援助に

ついて考察 し,共 有す ることもできる。

皿.見 合 い・語 り合い・書き・読み合う文化 をつくる

「保育実践研究」の3つ のアプローチは,い ずれも授業

研究のモー ドでい うと,子 どもの姿や保育者の省察に焦

点が置かれ,「モー ド3」 を越えるものになっているとい

える。特に実践事例 としてより長期的に実践を記述 し,省

察を深めていく3つ 目のアプローチは 「モー ド4」 に当た

るといえるだろ う。このよ うに,保 育を見合い,語 り合い,

書き,読 み合い,「保育実践研究」のモー ドを繰 り上げて

いくには,そ の文化をつ くるマネジメン トが欠かせない。

特に,保 育所や認定こども園では,早 朝から夜間まで子

どもが園にいることも多 く,時 間を確保するのが難 しい

現実 もある。子 どもたちが帰ったあと夕方か ら夜 にかけ

て検討会 をしているところもあれば,昼 食や午睡の時間

に交代制で検討会を しているところもある。保育者 にと

って過度な負担 とな らず,む しろ専門性が開発 されてい

く丁応えやや りがいを持って 「保育実践研究」を進めてい

けるような工夫が必要となる。

特に実践事例を書く時間も文化もない園では,何 をど

う書いたらいいのか,書 くことへの抵抗も強いことだろ

う。しかし 方 で,保 育の実践現場には小学校以降のよう

な 「教科書」がなく,子 どもの姿を踏まえて 日々の保育を

展開してい くため,毎 口の記録や週の記録が丁寧 に書か

れていることが多い。その 目の遊びやそこでの子どもの

様子を記録 として書き,そ こか ら翌 日・翌週の遊びの環境

構成や援助を構想 してい くのである。 この記録の書き方

を工夫す ることで,事 例を書くことにつないでいる園も

ある。毎 日の記録はどうしても,ク ラスで何 をしたか,誰

が何をしたか,と い うともす ると口記のような出来事の

羅列に終始 しがちでもある。それにとどまらず,続 いてき

ている遊びの展開の中で,子 どもが感 じた り考 えた りし

てきていることを中心に毎 日少 しずつ書いておくと,そ

れ らをつなぎあわせて書き直す と実践事例にす ることが

できる。

このような 「保育実践研究」の進め方は,保 育者たちが

主体 となって考えていくことが重要でもある。そ うする

ことで,園 の中に保育者のコミュニティ(ウ ェンガーら,

2002)が 形成 され,そ れが 「保育実践研究」の文化 をつく

り,協 働で専門性を高めていくことにも結び付 くのであ

る。

IV.幼 児教育と小学校教育の接続のために

平成29年 に告示 された小学校学習指導要領では,「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工

夫す ることにより,幼 稚園教育要領等に基づく幼児期の

教育を通 して育まれた資質 ・能力 を踏まえて教育活動 を

実施 し,児 童が主体的に自己を発揮 しながら学びに向か

うことが・∫能となるようにす ること。」(文部科学省,2017)

とされてお り,幼 児教育と小学校教育を接続 した教育課

程が提起されている。「幼児期の終わ りまでに育ってほし

い姿」とは,園 で育まれるさまざまな力を,「健康な心と

体」「自立心」「協同性」「道徳性 ・規範意識の芽生え」「社

会生活 とのかかわ り」 「思考力の芽生え」「自然 との関わ

り・生命尊重」「数量 ・図形,文 字等への関心 ・感覚」「言

葉による伝えあい」 「豊かな感性 と表現」とい う10の 領

域で示 したものである。小学校に就学する前の子 どもは

いわゆる 「白紙」ではなく,こ のようなさまざまな資質 ・

能力をもっているのであ り,そ れ を踏まえることでより

質の高い教育につながる。このような幼児の姿を知 るた

めにも,小 学校以降の教師が幼児教育の場へ出かけるこ

とが重要となっている。

とはいえ,せ っかく園へ行っても,遊 びを見る観点がわ

からず,子 どもが 「単に楽 しく遊んでいるだけ」に見えて

しま うこともある。保育者側の援助 も小学校以降の先生

に比べると何 をしているのか見えにくいかもしれない。

その意味で,「見に行 く」だけでなく,園 の保育者 と 「対

話」することが重要である。園によっては,「保育実践研

究」として保育を見合 う研究会の 日を小学校 にも知 らせ

て公開 していた り,一 般向けに公開研究会を していた り

することもある。そこではたいてい,保 育を見たあとに参

観者 と語 り合 う会が開かれる。 この語 り合 う会にも参加

して,子 どもの言葉や動きをどのように見て,子 どもの思

いや考えをどのように捉えていくといいのか,そ うした

子どもの姿が現れるために保育者が環境をどのように構

成 して援助 しているのか,と もに考えることが重要であ

る。それは,小 学校以降の教育や授業研究にも役立っに違

いない。子どもの学びを見取る目をどう培 うか,了 どもの
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資質 ・能力の育ちをどう促すかとい うことの ヒン トが得

られるか らである。

幼児教育と小学校教育の円滑な接続が叫ばれ,少 しず

つ互いの交流などは進みつつあるが,さ らに 歩 進 めて

い くには,授 業研究と保育実践研究を協働で進めていく

ことが欠かせない。幼児教育において保育者が専門職 と

して共に学び合 うコミュニティをさらに小学校以降の教

師にも拓き,校 種を越 えたコミュニティを形成 してい く

ことが求められるといえる。

研 究 紀 要,38,131-136.

田 代 和 美.(1995).保 育 カ ン フ ァ レ ン ス の 機 能 に つ い て の

一 考 察 .日 本 保 育 学 会 第48回 大 会 発 表 論 文 集,14-15.

ウ ェ ン ガ ー,E,マ ク ダ ー モ ッ ト,RA.,&ス ナ イ ダ ー,W

(2002).コ ミ ュ ニ テ ィ ・オ ブ ・プ ラ ク テ ィス ー ナ レ ッ ジ

社 会 の 新 た な 知 識 形 態 の 実 践(櫻 井 祐 子,訳).翔 泳 社

(WengeちE,McDe㎜o杖,RA.,&Snyder,W(2002).

Cultivatingco㎜unitiesofpractice.Boston:HawardBusiness

SchoolPress.)

[註]

1)本 稿では,幼 稚園 ・保育所 ・認定こども園の園種を越え

て行われている幼児教育全般を指すものとして 「保育」

という用語を使う。また本稿では,幼 稚園教諭 ・保育

+・ 保育教諭等を総称 して 「保育者」という用語を用い

る。
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